
ふるさと応援寄付金活用実績 
 

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までにいただいた豊浦町ふる

さと応援寄付金の寄付金総額は、1,693件 38,590,000 円となりました。 

 皆様にお選びいただいた「寄付金の使い道」注) ごとに、下記のとおり基金に

一時積み立てしております。 

 皆様からのご厚志に心よりお礼申し上げます。 

 

○ 日本一の秘境駅「小幌駅」の存続応援基金  9,687,000 円 

○ まちづくり整備基金             21,605,000 円 

○ 教育、文化及びスポーツ振興基金         7,298,000 円 

  

 年度中に、上記の寄付金額の一部を使わせていただいた事業は、以下のとお

りです。この他の寄付金については、次年度以降のまちづくりに役立てること

といたします。 

寄付の目的 教育、文化及びスポーツの振興に関する事業 

事業名 平和学習事業、児童生徒の芸術鑑賞事業、スポーツ奨励事業 

寄付充当額 ３，０９５千円 

事業内容（一部抜粋） 

 

    【平和学習】            【芸術鑑賞】 

 

 

 

 

 

 

 

コメント 

平和学習事業については、町が非核平和の町として平成２

７年に宣言したことを受けて、中学３年生の修学旅行先を広

島まで延長し、平和の尊さを実体験するためにその旅費に助

成しております。また、被爆地広島から語り部さんにお出でい

ただき、全児童、生徒及び町民への講演会を開催し、核兵器の

恐ろしさ等の話を聞き、戦争のない平和な世界の実現への意

識の向上に努めました。 

また、普段、映画等芸術鑑賞する機会の少ない本町におい

て、児童生徒及び一般町民を対象に劇団による「泣いた赤お

に」「走れメロス」やコンサートを鑑賞しました。 

さらに児童生徒等が、スポーツ等で全道、全国大会へ参加す

る際の交通費に対し一部助成を行い、町民のスポーツへの技

術及び参加取組意識の向上を図りました。 



寄付の目的 まちづくり整備に関する事業 

事業名 保育所備品整備事業、温泉施設維持補修事業、移住体験住宅整

備事業他 

寄付充当額 ２１，６０５千円 

事業内容（一部抜粋） 

 

  【天然豊浦温泉しおさい】        【移住体験住宅】 

 

 

 

 

 

 

 

コメント 

温泉施設については、町民の憩いの場として、アプローチの

維持補修や水中ポンプ入替を行い、利用者が使いやすい施設

の環境整備に努めました。 

人口減対策の一環として移住体験住宅を建設し、多くの

方々に利用していただき、町を知っていただくことで移住を

促進し人口増を図るものです。 

高齢者の居住する築年数の多い公営住宅を段差改修やユニ

ットバス化などリニューアルを図り、快適な住環境の保全を

図りました。 

寄付の目的 小幌駅維持に関する事業 

事業名 小幌駅の維持管理事業 

寄付充当額 １，７５０千円 

事業内容（一部抜粋） 

 

【小幌駅周辺の草刈】       【バイオトイレ】 

 

 

 

 

 

 

 

コメント 

日本一の秘境駅小幌駅の維持管理業務として、駅周辺の草

刈り及びプラットホーム等の除雪、バイオトイレの維持点検、

多客期におけるホーム安全確保などを行い、訪れた方々の安

全と駅の維持管理に努めた。 

注）寄付金の使い道のなかで、「使途は町にお任せします」をご選択された寄付

分については、他の 3つの基金に振り分けさせていただきました。   


